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平成 18 年 4 月 25 日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 ア ル バ ッ ク

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 中 村 久 三

(コード番号：６７２８ 東証一部)

問 合 せ 先 常務取締役経営企画室長 常 見 佳 弘

(TEL. 0467-89-2033 大代表)

 

韓国における工場増設について 

 

当社は、韓国現地法人である韓国アルバック㈱（大韓民国京畿道平澤市青北面閑山里 837-4 社

長 白 忠烈）において、大型基板液晶ディスプレイ製造装置用生産工場の増設および大型部品加

工工場の増設を決定いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 なお、韓国アルバック㈱は、

当社の連結子会社であります。 

記 

1.工場増設の理由 

韓国アルバック㈱は平成17年に、京畿道平澤市玄谷（Hyeon-gok）工業団地に玄谷工場を建設し、

第 7 世代（注 1）以降の液晶ディスプレイ製造装置を出荷してきました。近年、薄型テレビ需要が活発

化したことにより、大型液晶ディスプレイの設備投資が急増、恒常的に稼働率が高い状態となってい

ました。このような状況において、既存工場での効率化を進めて対処してまいりましたが、大型化が加

速する製造装置需要に対応していくためには、大幅な工場の増設をすることが必要となってまいりま

した。 
 

2.工場増設の概要 

①生産工場の概要 

 1 期 2 期(予定) 

着 工 平成 16 年 8 月 平成 18 年 4 月 

竣 工 平成 17 年 4 月 平成 18 年 9 月 

敷 地 面 積 約 9,100 坪（約 30,030 ㎡） 

建 屋 面 積
約 3,275 坪（約 10,808 ㎡） 
（クリーンルーム 約 1,115 坪） 

約 2,367 坪（約 7,811 ㎡） 
（クリーンルーム 約 1,115 坪）

生 産 品 目 第 7世代以降液晶ディスプレイ、電子部品、半導体製造装置の製造 

第 7 世代以降液晶ディスプレイ製造装置 生 産 能 力

（スペース換算） 約 24 台／年間 約 24 台／年間 

投 資 額 約 10 億円 約 9.2 億円 
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②部品加工工場の概要 

  1 期 2 期(予定) 

着 工 平成 16 年 8 月 平成 18 年 4 月 

竣 工 平成 17 年 4 月 平成 18 年 9 月 

建 屋 面 積 約 1,489 坪（約 4,915 ㎡） 約 693 坪（約 2,291 ㎡） 

生 産 品 目 大型基板真空装置用部品およびその他真空装置用部品の製造 

生 産 能 力 工場増設後は既存の部品生産能力の 1.5 倍 

投 資 額 約 13 億円 約 4.8 億円 
 

3.韓国アルバック㈱の概要 

商 号 ： 韓国アルバック株式会社（英文名：ULVAC KOREA,Lｔｄ.） 

代表理事社長 ： 白 忠 烈 

所 在 地 ： 大韓民国京畿道平澤市青北面閑山里 837-4  

主 な 事業内容 ： 液晶ディスプレイ製造装置、電子部品製造装置等の製造、販売および 
サービスなどのカスタマーサポート 

決 算 期 ： 12 月 

資 本 金 ： 70 億 5,850 万ウォン 

出 資 比 率 ： ㈱アルバック  80.9％ 
アルバックテクノ㈱（注 2） 19.1％ 

設 立 時 期 ： 平成 7年 7 月 

従 業 員 数 ： 324 名(平成 17 年 12 月 31 日現在) 

事 業 規 模 ： 1,242 億ウォン（約 149 億円）  （平成 17 年 12 月期） 

 
（注１） 第 7 世代：液晶ディスプレイ製造用に使用するマザーガラスのサイズ。（1,900mm×2,200mm） 
（注２） アルバックテクノ㈱：真空装置のメンテナンスサービス会社 （当社連結子会社） 
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